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ま
す
。

　

小
学
校
に
お
け
る
教
科
担
当

制
の
拡
充
や
市
内
小
中
学
校
の

ト
イ
レ
改
修
設
計
を
実
施
す
る

ほ
か
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な

が
わ
２
０
２
２
剣
道
交
流
大
会

の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
市
民
が

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
や

き
っ
か
け
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
の
機
能
強
化

や
都
市
公
園
に
か
ま
ど
ベ
ン
チ

な
ど
防
災
機
能
を
備
え
た
設
備

を
設
置
す
る
ほ
か
、
集
中
豪
雨

時
に
お
け
る
浸
水
被
害
対
策
と

し
て
、
雨
水
幹
線
の
水
路
改
修

工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

消
防
の
広
域
連
携
に
向
け
、

（
仮
称
）秦
野
市･

伊
勢
原
市
共

同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
建
設

を
２
カ
年
で
実
施
し
ま
す
。

　

伊
勢
原
大
山
イ
ン
タ
ー
土
地

区
画
整
理
の
事
業
進
ち
ょ
く
な

ど
を
見
据
え
、
企
業
誘
致
活
動

を
推
進
し
て
い
く
ほ
か
、
農
地

の
集
約
化
や
農
業
者
へ
の
支

援
、
有
害
鳥
獣
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

大
山
地
区
に
お
け
る
平
成
大

山
講
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

や
、
日
向
地
区
お
よ
び
比
々
多

　

令
和
４
年
度
は
、
第
５
次
総

合
計
画
の
最
終
年
度
を
迎
え
、

10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
果

を
確
か
な
も
の
と
し
て
次
期
計

画
へ
つ
な
げ
て
い
く
節
目
の
年

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
勢
原
大
山
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
、
新
東

名
高
速
道
路
の
延
伸
に
よ
る
ア

ク
セ
ス
向
上
、
伊
勢
原
駅
北
口

再
開
発
に
係
る
機
運
の
上
昇
な

ど
の
環
境
変
化
を
追
い
風
と
し

て
、
市
政
の
発
展
に
向
け
た
歩

み
を
着
実
に
進
め
て
い
く
重
要

な
年
に
も
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
こ
の
２
年
間
、
市
民

の
安
全･

安
心
の
た
め
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
は
じ
め
と
す
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
対
策
に
最
優
先

で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

感
染
症
に
よ
る
影
響
は
長
期
化

し
て
お
り
、
依
然
と
し
て
収
束

を
見
通
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
常
生
活
や

経
済
活
動
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な

制
約
を
受
け
て
い
る
厳
し
い
と

き
だ
か
ら
こ
そ
、
希
望
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
本
市
の

活
性
化･

発
展
に
向
け
、
次
期

総
合
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め

面
す
る
諸
課
題
へ
適
切
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
第
５
次
総
合

計
画
の
着
実
な
推
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
な
ど

に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
ほ
か
、

｢

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
い
せ

は
ら｣

の
実
現
に
向
け
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
の
設
定

な
ど
、
新
た
な
課
題
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

感
染
状
況
な
ど
の
環
境
変
化

を
注
視
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
の

市
政
発
展
に
向
け
、
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

主
な
取
り
組
み

　

円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
引

き
続
き
取
り
組
み
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
、

ま
ん
延
防
止
を
図
る
ほ
か
、
低

栄
養
の
可
能
性
の
あ
る
高
齢
者

に
対
す
る
訪
問
指
導
の
実
施
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
支
援
の
ほ
か
、
複
雑･

多

様
化
す
る
相
談
内
容
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
障
が
い
者
相
談
支

援
事
業
所
と
の
連
携
強
化
や
相

談
支
援
従
事
者
の
資
質
向
上
に

努
め
ま
す
。

　

新
た
に
産
婦
健
康
診
査
費
用

を
助
成
し
、
妊
娠･

出
産
、
産

後
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
小

児
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
対

象
を
緩
和
す
る
ほ
か
、
児
童
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
に
お
け
る

民
間
委
託
の
拡
大
や
放
課
後
子

ど
も
教
室
の
増
設
に
取
り
組
み

て
い
ま
す
。

予
算
編
成
の
概
要

　

令
和
４
年
度
予
算
は
、
市
民

福
祉
の
向
上
や
市
民
生
活
に
お

け
る
安
全･

安
心
へ
の
配
慮
を

確
保
し
た
上
で
、
全
て
の
事
業

に
お
い
て
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
検
証

を
行
い
、
事
務
経
費
な
ど
の
縮

減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
た

な
財
源
の
確
保
に
向
け
た
産
業

基
盤
の
創
出
や
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
育
む
環
境
の
充
実

な
ど
、
本
市
の
未
来
へ
の
投
資

に
重
点
を
置
い
た
予
算
と
し
ま

し
た
。

　

産
婦
健
康
診
査
費
用
の
助

成
、
小
児
医
療
費
助
成
制
度
に

お
け
る
未
就
学
児
ま
で
を
対
象

に
し
た
所
得
制
限
の
廃
止
、
児

童
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
の
民

間
委
託
や
民
間
学
童
保
育
事
業

者
に
対
す
る
補
助
金
の
拡
充
、

小
中
学
校
ト
イ
レ
の
改
修
設

計
、
老
朽
化
す
る
公
民
館
や
図

書
館･

子
ど
も
科
学
館
の
修
繕･

改
修
、
市
道
の
改
良
、
橋
り
ょ

う
や
公
園
の
整
備
、
伊
勢
原
大

山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地

区
に
お
け
る
区
画
整
理
事
業
の

支
援
、
伊
勢
原
駅
北
口
地
区
に

お
け
る
都
市
計
画
変
更
な
ど
直

　

髙
山
市
長
は
、
市
議
会
３
月
定
例
会
初
日
の
２
月
17

日
、
令
和
４
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方

や
、
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
な
ど
を
示
す｢

施
政
方

針
演
説｣

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
施
政
方
針

変
化
を
追
い
風
に

変
化
を
追
い
風
に  

着
実
な
歩
み
を

着
実
な
歩
み
を

地
区
に
お
け
る
歴
史
や
文
化
、

豊
か
な
自
然
の
魅
力
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

伊
勢
原
大
山
イ
ン
タ
ー
土
地

区
画
整
理
組
合
に
対
し
、
技
術

的
援
助
や
財
政
的
支
援
を
行
い

新
た
な
産
業
基
盤
の
創
出
に
取

り
組
む
ほ
か
、
伊
勢
原
駅
北
口

地
区
再
開
発
準
備
組
合
の
運
営

支
援
や
都
市
計
画
変
更
に
必
要

な
調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

景
観
計
画
お
よ
び
景
観
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
改
定
に
向
け
た
検

討
の
ほ
か
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
い
せ
は
ら
の
実
現
に
向
け

た
計
画
の
策
定
や
草
木
類･

木

質
系
粗
大
ご
み
の
資
源
化
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定

す
る
ほ
か
、
通
学
路
等
安
全
点

検
結
果
な
ど
に
基
づ
き
、
歩
道

や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
整
備
し

ま
す
。

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
改
訂
や
総
合
運
動
公
園
の
整

備
、
老
朽
化
し
た
公
園
の
設
備

を
更
新
す
る
ほ
か
、
公
民
館
や

図
書
館･

子
ど
も
科
学
館
の
個

別
施
設
計
画
に
基
づ
く
維
持･

修
繕
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
に

向
け
て
、
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

促
進
や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の

円
滑
な
運
用
な
ど
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
効
果
的
な
運
営
に
努
め

ま
す
。

　

｢

し
あ
わ
せ
創
造
都
市 

い
せ

は
ら｣

の
実
現
に
向
け
、
着
実

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇

　

４･
５
面
で
令
和
４
年
度
予

算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す

　平成5（1993）年12月8日に施行した市平和都市宣言に基づき、ウク
ライナにおける人道危機への対応として、次のとおり決定しました。

市長の声明文
　このたびの、ロシアのウクライナへの軍事侵攻および核兵器
の脅威を背景とした威嚇は、国際社会の平和と秩序を脅かすも
のであり、断じて許されるものではありません。
　本市は、平和都市宣言において、恒久平和の実現と文明社会
の壊滅をもたらす核兵器の廃絶を求めており、大国が巨大な武
力をもって一方的に国家の主権を侵害し、郷土を愛する人々の
命と尊厳を奪うような行動に強い憤りを感じています。
　ここに、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に断固抗議す
るとともに、この侵略行為を即刻中止し、平和的解決を図るた
めの誠意ある対応を強く求めます。
� 令和4（2022）年3月22日　伊勢原市長　髙山 松太郎

ウクライナ避難民支援等対策検討会議を設置しました
　今後のウクライナ情勢を踏まえ、国・県から支援要請があった場
合に、迅速かつ横断的に対応するため、市長を議長とし、副市長や
各部の部長などを構成員とした検討会議を3月16日に設置しました。
▪担市民協働課 94-4714

ウクライナ人道危機救援金の募金箱を設置しました
　人道危機対応および避難民を受け入
れる周辺国などを支援するため、救援
金へのご協力をお願いします。
設置期間　5月31日（火）まで
設置場所　市役所1階ロビー、市民文化
会館、図書館
▪担日赤伊勢原市地区事務局（福祉総務課内） 94-4718

ウクライナにおける人道危機に対する伊勢原市の対応について


